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点数の上下だけでなく、読解力と学ぶ意欲を授業改善へつなぐ

状況を把握

中3国語が全国を下回り読解・
表現に課題

→
質問する

国語力・ICT活用・規範意識を
確認

→
市の答え

要約・表現指導とICT活用を強
化

→
次を確認

次年度学力と授業改善の効果を
確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

スマートフォン普及など学習環境が変化
し、長文を読み、自分の考えを表現する
機会の減少が懸念されます。

質問

国語の読解力、学力調査の分析、規範意
識や学習意欲を今後の教育方針へどう反
映するか質問しました。

市の答え

市は調査結果を学校へ示し、文章を要約
して伝える授業など具体的な指導改善を
進めると答えました。

最重要の到達点 順位を示すだけでなく、読み取って考え、言葉で伝える力を日々の授業で育てること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

市の方針 学校・研究主任へ分析結果と授業改善例を共有

必要な接続 教科横断で長文読解と表現の機会を増やす

未定・課題 取組が学習意欲や読解力の改善につながったかは未確認

今後の実績確認 次年度調査と授業実践を照合し、弱点が改善したか確認

議事にある具体事項 中学生スマホ普及率：2014年41.9％→2023年86.3％／PISA読解力：日本は2022年3位／調査結果を各学校の指導改善
へ活用

※ここまでが令和6年9月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和6年9月定例会／日田市「令和7年度全国学力・学習状況調査結果」「日田市教育大綱」（
2026年9月確認）
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その後の進捗

2024年9月の一般質問後に確認できる制度・事業の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

中3国語の全国との差 令和6年度は全国平均より6ポイント低く、令和7年度は日田市52％・全国54％で差
は2ポイントでした。因果関係を示すものではありません。

中学校は全教科で課題 令和7年度も中学校は国語・数学・理科の全教科で全国値を下回り、市は指導改善を
課題として示しています。

結果を授業改善へ 市は調査結果を分析し、学習内容の定着や授業改善に向けた具体的な取組を各学校へ
示しています。

教育大綱を改定 令和8年4月の教育大綱改定では、一人ひとりの特性を生かし可能性を引き出す「伸ば
す教育」を重視する方向が示されました。

出典：日田市議会 令和6年9月定例会／日田市「令和7年度全国学力・学習状況調査結果」「日田市教育大綱」（2026年9月確認）


